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１．すべての方に、封筒のあて名のお子さんとご家族の状況についておうかがいします                          

問１  あて名のお子さんがお住まいの区名の番号に○をつけてください。 

⇒問２へ 

 

問２  この調査票にご回答いただく方はどなたですか。封筒のあて名のお子さんからみた関係で、あては

まる番号１つに○をつけてください。 

１．母親   ２．父親   ３．その他（      ） 

 

問３  封筒のあて名のお子さんの生年月を記入してください。 

平成・西暦（    ）年（    ）月生まれ 

 

問４  あて名のお子さんを含めて、お子さんは何人ですか。また、２人以上の場合、一番下のお子さんの

年齢【平成２５年（20１３年）４月１日時点の年齢】をご記入ください。 

（    ）人  末子の年齢（    ）歳 

 

問5  封筒のあて名のお子さんが一緒に住んでいる人はどなたですか。また、近所（３０分以内程度に行

き来できる範囲）に祖父母が住んでいますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。選択肢は

あて名のお子さんから見た関係です。（複数回答可） 

１．父と母と一緒に住んでいる       ２．父と一緒に住んでいる（父子家庭） 

３．母と一緒に住んでいる（母子家庭）   ４．祖父と一緒に住んでいる 

５．祖母と一緒に住んでいる        ６．祖父が近所に住んでいる 

７．祖母が近所に住んでいる 

８．その他（           ）と一緒に住んでいる                 

 

届出統計調査 

総務大臣届出済 

１．北区 ２．都島区 ３．福島区 ４．此花区 ５．中央区 ６．西区 

７．港区 ８．大正区 ９．天王寺区 10．浪速区 11．西淀川区 12．淀川区 

13．東淀川区 14．東成区 15．生野区 16．旭区 17．城東区 18．鶴見区 

19．阿倍野区 20．住之江区 21．住吉区 22．東住吉区 23．平野区 24．西成区 

⇒問３へ 

 

⇒問４へ 

 

⇒問５へ 

 

⇒問６へ 

 

この調査は、統計法第２４条に基づき、総務大臣に

届出を行った統計調査です。統計法に基づき、調査

票は統計目的以外には絶対に使用しません。 秘 

大阪市こども青少年局 

参考２－２ 【平成25年度調査票】 
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問６  日頃、お子さんの面倒をみてもらえる人はいますか。あてはまる番号に○をつけてください。 

（複数回答可） 

１．日常的にご自身や配偶者の親、親せきにみてもらえる 

２．緊急時もしくは用事のときにはご自身や配偶者の親、親せきにみてもらえる 

３．日常的にこどもをみてもらえる友人や知人がいる 

４．緊急時もしくは用事のときにはこどもをみてもらえる友人や知人がいる 

５．いずれもいない  ⇒問7へ 

問６-１ 問６で「１．」または「２．」を選ばれた、お子さんをご自身や配偶者の親、親せきにみてもらって

いる方におうかがいします。こどもをみてもらっていることに対する気持ちとして、あてはまる番号

に○をつけてください。（複数回答可） 

１．ご自身や配偶者の親、親せきの身体的・精神的な負担や時間の制約を心配することな

く、安心してこどもをみてもらえる 

２．ご自身や配偶者の親、親せきの身体的負担が大きく心配である 

３．ご自身や配偶者の親、親せきの時間を大きく制約するため心配である 

４．ご自身や配偶者の親、親せきの精神的な負担が大きく心配である 

５．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

６．こどもの教育や発達にふさわしい環境であるか、少し不安がある 

７．その他（                            ） 

 

問６-２ 問６で「３．」または「４．」を選ばれた、お子さんを友人や知人にみてもらっている方におうかが

いします。こどもをみてもらっていることに対する気持ちとして、あてはまる番号に○をつけてくださ

い。（複数回答可） 

１．友人や知人の身体的・精神的な負担や時間の制約を心配することなく、安心してこど

もをみてもらえる 

２．友人や知人の身体的負担が大きく心配である 

３．友人や知人の時間を大きく制約するため心配である 

４．友人や知人の精神的な負担が大きく心配である 

５．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

６．こどもの教育や発達にふさわしい環境であるか、少し不安がある 

７．その他（                            ） 

問７   あて名のお子さんの身の回りの世話などを主にしている方は誰ですか。あてはまるものに１つだけ

○をつけてください（続柄はあて名のお子さんから見た関係です）。 
１．父母ともに    ２．主に母親      ３．主に父親       

４．主に祖父母    ５．その他（               ） 

 

 

 

 

⇒問６-１へ 

⇒問６-２へ 

⇒問７へ 

 

⇒問７へ 

⇒問８へ 
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問８   あて名のお子さんの子育てや教育について、気軽に相談できる人や場所などについて、あてはまる

番号に○をつけてください。（複数回答可） 

１．配偶者 

２．ご自身や配偶者の親、 

親せき（同居している）家族 

３．友人や知人 

４．近所の人 

５．小学校の先生 

６．児童いきいき放課後事業や留守家庭児童対策 

事業（学童保育）などの指導員 

７．民生委員・児童委員、主任児童委員 

８．区役所、こども相談センターの子育てや 

教育相談の窓口 

９．ＮＰＯなどの子育て支援に関わるスタッフ 

10．ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾などの

習い事の先生 

１１．携帯電話やインターネットの交流サイト 

１２．その他（               ） 

１３．相談できる人または場所はない 

※留守家庭児童対策事業…地域によっては学童保育などとよばれています。保護者が仕事などで昼間に自宅にい

ない場合などに、指導員のもと、こどもの生活の場を提供するものです。サービスの利用にあたっては、一定

の利用料が発生します。  ⇒問９へ 

 

２．すべての方に、父親・母親の就労状況についておうかがいします                

問９   「母親」の働いている状況についておうかがいします。自営業や自営業を手伝っている場合も含み

ます。あてはまる番号に１つだけ○をつけてください。 

      【 父子家庭の場合は記入不要です。⇒問1０へ 】 

１．フルタイム（1週5日程度・1日8時間程度の就労）で就労しており、 

産休・育休・介護休業中ではない 

２．フルタイム（1週5日程度・1日8時間程度の就労）で就労しているが、 

  産休・育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイトなど（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、   ⇒問９－１へ 

産休・育休・介護休業中ではない 

４．パート・アルバイトなど（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、 

  産休・育休・介護休業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない   

６．これまで就労したことがない 

問９-１  問９で「１．」から「４．」を選ばれた、仕事をお持ちの方（休業中の方も含む）におうかがいし

ます。１週間にどのくらいの日数働きますか。また、１日あたりどのくらいの時間働きますか。枠内

に具体的な数字を入れてください。不規則な場合は、もっとも多いパターンをお答えください。今休

んでいる方は、休みに入る前の状況についてお答えください。 

１週当たり（    ）日   １日当たり（    ）時間 

 

 

問９-２  問９で「１．」から「４．」を選ばれた、仕事をお持ちの方（休業中の方も含む）に引き続きおう

かがいします。家を出る時間と帰宅時間をお答えください。時間が不規則な場合は、もっとも多いパ

ターンについてお答えください。今休んでいる方は、休みに入る前の状況についてお答えください。

時間は、（１８：００）のように、２４時間制でお答えください。 

家を出る時間（   ：   ）   帰宅時間（   ：   ） 

 

 

⇒問１２へ 

⇒問９-２へ 

⇒問１０へ 
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問１０   「父親」の働いている状況についておうかがいします。自営業や自営業を手伝っている場合も含

みます。あてはまる番号に１つだけ○をつけてください。 

【母子家庭の場合は記入不要です。問９で「３．」「４．」を選ばれた、パート・アルバイトで仕事を

お持ちの方（休業中の方も含む）は問１１へ、「５．」「６．」を選ばれた、仕事をお持ちでない方は

問１２へ】 

１．フルタイム（1週5日程度・1日8時間程度の就労）で就労しており、 

産休・育休・介護休業中ではない 

２．フルタイム（1週5日程度・1日8時間程度の就労）で就労しているが、 

  産休・育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイトなど（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、   ⇒問１０－１へ 

産休・育休・介護休業中ではない 

４．パート・アルバイトなど（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、 

  産休・育休・介護休業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない   

６．これまで就労したことがない 

 

問１０-１  問１０で「１．」から「４．」を選ばれた、仕事をお持ちの方（休業中の方も含む）におうかがい

します。１週間にどのくらいの日数働きますか。また、１日あたりどのくらいの時間働きますか。枠

内に具体的な数字を入れてください。不規則な場合は、もっとも多いパターンをお答えください。今

休んでいる方は、休みに入る前の状況についてお答えください。 

１週当たり（    ）日   １日当たり（    ）時間 

 

問１０-２   問１０で「１．」から「４．」を選ばれた、仕事をお持ちの方（休業中の方も含む）に引き続き

おうかがいします。家を出る時間と帰宅時間をお答えください。時間が不規則な場合は、もっとも多

いパターンについてお答えください。今休んでいる方は、休みに入る前の状況についてお答えくださ

い。時間は、（１８：００）のように、２４時間制でお答えください。 

家を出る時間（   ：   ）   帰宅時間（   ：   ） 

     ⇒問１０で「３．」「４．」を選ばれた、パート・アルバイトで仕事をお持ちの方（休業中の方も含む）

は問１１へ        それ以外の方は問１４へ 

  

問１１   問９または問１０で、「３．」または「４．」を選ばれた、パート・アルバイトで仕事をお持ちの方

（休業中の方も含む）におうかがいします。フルタイムへの転換希望はありますか。あてはまる番号

に１つを選び、その番号を（  ）内に記入してください。 該当しない方は、問 12へお進みくだ

さい。 

（１）母親（     ）   （２）父親（     ） 

１．フルタイム（1週5日程度・1日8時間程度の就労）への転換希望があり、実現できる見込

みがある 

２．フルタイム（1週5日程度・1日8時間程度の就労）への転換希望はあるが、実現できる見

込みはない 

３．パート・アルバイトなど（「フルタイム」以外の就労）で働き続けることを希望 

４．パート・アルバイトなど（「フルタイム」以外の就労）をやめて子育てや家事に専念したい 

⇒問１４へ 

⇒問１２へ 

⇒問１０-２へ 
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問１２   問９または問１０で「５．」または「６．」を選ばれた、仕事をお持ちでない方におうかがいしま

す。働きたいという希望はありますか。あてはまる番号に１つを選び、その番号を（  ）内に記入し

てください。また、枠内に具体的な数字を入れてください。 

（１）母親（     ）   （２）父親（     ） 

１．子育てや家事に専念したい（働く予定はない） 

２．【母親】１年より先、一番下のこどもが、（  ）歳になったころに働きたい 

  【父親】１年より先、一番下のこどもが、（  ）歳になったころに働きたい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい 

→希望する働き方 

ア．フルタイム（１週５日程度、１日８時間程度の就労） 

イ．パートタイム、アルバイトなど（「ア．」以外） 

 →【母親】１週当たり（  ）日   １日当たり（  ）時間 

 →【父親】１週当たり（  ）日   １日当たり（  ）時間 

 

問１３   問１２の（１）または（２）で「２．」「３．」を選ばれた、今後働きたいと考えておられる方にお

うかがいします。働きたい理由は何ですか。あてはまる番号に○をつけてください。（複数回答可）。 

１．働かないと、暮らしていけなくなるため 

２．将来への備えのため（こどもの教育費、老後の備えなど） 

３．仕事を通じて、自分の能力を発揮し、向上させたいため 

４．人間関係を広げたいため 

５．配偶者の収入だけに依存したくないため 

６．働かないと、社会から孤立しているように感じるため 

７．その他（                      ） 

 

 

問 13-１  問１２の（１）または（２）で「２．」「３．」を選ばれた、今後働きたいと考えておられる方に

おうかがいします。就労希望がありながら、現在働いていない理由は何ですか。もっともあてはまる

ものに１つだけ○をつけてください。 

 

１．「放課後の居場所を提供する事業（※）」などのサービスが利用できれば就労したい 

２．働きながら子育てできる適当な仕事がない 

３．自分の知識、能力にあう仕事がない 

４．配偶者・パートナーの育児・家事への協力が得られない 

５．働くことに家族や親族の理解が得られない 

６．その他（                      ） 

（※）放課後の居場所を提供する事業 

       ・児童いきいき放課後事業：放課後や長期休暇休校日等に学校の余裕教室等を活用して、こども 

たちの安全・安心な活動場所を提供するものです。保護者の就労の有

無に関わらず、全ての小学生が利用できます。 

・留守家庭児童対策事業：地域によっては学童保育などとよばれています。保護者が仕事などで 

            昼間に自宅にいない場合などに、指導員のもと、こどもの生活の場を提 

           供するものです。サービス利用にあたっては、一定の利用料が発生しま 

す。 

⇒問13-１へ 

⇒問14へ 

⇒問1３へ 

⇒問1４へ 
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３．すべての方に「放課後の居場所を提供する事業」の利用状況と今後の希望についておうかがいします         

問１４   あて名のお子さんについて、現在、「放課後の居場所を提供する事業」（具体的な事業は下記を

参照してください）を利用していますか。あてはまるものに１つだけ○をつけてください。 

１．利用している ⇒問１４－１へ     ２．利用していない ⇒問１４－３へ  

 問１４-１  問１４で「１．利用している」を選んだ方におうかがいします。 

利用している事業やサービス名、利用状況、利用している時間帯を、平日、土曜日、日曜日・祝日、

長期休業日のそれぞれについてご記入ください。複数の事業やサービスを利用している方は中心とし

ているものを２つまでご記入ください。 

 利用している事業・サービス 
（下記の選択肢の1～４の
中からあてはまる番号１つ
に○） 

利 用 状 況 
（下記の1～３のいずれかに○） 

利用している時間帯 
（２４時間制で記入） 
例：午後６時→１８時 

平 
 

日 

１・２・３ 

４（      ） 

１.週４日以上利用している 

２.週１～３日利用している 

（  ）時（  ）分から 

（  ）時（  ）分まで 

１・２・３ 

４（      ） 

１.週４日以上利用している 

２.週１～３日利用している 

（  ）時（  ）分から 

（  ）時（  ）分まで 

 ３. 利用していない  

土
曜
日 

１・２・３ 

４（      ） 

１.ほぼ毎週利用している 

２.月に１～２日利用している 

（  ）時（  ）分から 

（  ）時（  ）分まで 

１・２・３ 

４（      ） 

１.ほぼ毎週利用している 

２.月に１～２日利用している 

（  ）時（  ）分から 

（  ）時（  ）分まで 

 ３.利用していない  

日
曜
日
・
祝
日 

１・２・３ 

４（      ） 

１.ほぼ毎週利用している 

２.月に１～２日利用している 

（  ）時（  ）分から 

（  ）時（  ）分まで 

１・２・３ 

４（      ） 

１.ほぼ毎週利用している 

２.月に１～２日利用している 

（  ）時（  ）分から 

（  ）時（  ）分まで 

 ３.利用していない  

長
期
休
業
日 

１・２・３ 

４（      ） 

１.ほぼ毎週利用している 

２.月に１～２日利用している 

（  ）時（  ）分から 

（  ）時（  ）分まで 

 
３.利用していない 

 

  

【選択肢】放課後の居場所を提供する事業 

     １．児童いきいき放課後事業：放課後や長期休暇休校日等に学校の余裕教室等を活用して、こども 

たちの安全・安心な活動場所を提供するものです。保護者の就労の有無に関わらず、全ての小

学生が利用できます。 

２．留守家庭児童対策事業：地域によっては学童保育などとよばれています。保護者が仕事などで 

  昼間に自宅にいない場合などに、指導員のもと、こどもの生活の場を提供するものです。サー

ビス利用にあたっては、一定の利用料が発生します。 

３．子どもの家事業：地域において留守家庭児童の健全な育成及び児童の遊び場の提供を行う事業 

４．その他：（ ）内に利用している事業やサービスなどを具体的にご記入ください。 

⇒問14－２へ 
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問１４-２  問１４で「１．利用している」を選んだ方におうかがいします。 

利用している理由について、あてはまるものすべてに○をつけてください。 

 

 

問１４-３  問１４で「２．利用していない」を選ばれた方におうかがいします。 

利用していない理由について、もっともあてはまるものに１つだけ○をつけてください。 

１．こどもが希望していない 

２．指導員等の指導内容や活動プログラムが不十分 

（以下、お子さんの身の回りの世話を主にしている方が、） 

３．現在就労していないから 

４．就労しているが、放課後の居場所を提供する事業を知らなかったから 

５．就労しているが、近くに放課後の居場所を提供する事業がないから 

６．就労しているが、放課後の居場所を提供する事業に空きがないから 

７．就労しているが、放課後の居場所を提供する事業の開所時間が短いから 

８．就労しているが、利用料がかかるから 

９．就労しているが、こどもは放課後の習い事をしているから 

10．就労しているが、放課後の短時間ならば、こどもだけでも大丈夫だと思うから 

11．就労しているが、他の施設に預けているから 

12．放課後の居場所を提供する事業では障がい児対応ができていないから 

13．祖父母や親戚や近所の人、友人等がみてくれるから 

14．その他（                            ） 

問１４-４  問１４で「２．利用していない」を選ばれた方におうかがいします 

あて名のお子さんについて、今後、「放課後の居場所を提供する事業」を利用したいとお考えですか。

あてはまるものに１つだけ○をつけてください。 

１．利用したい ⇒問１４－５へ     ２．利用したくない ⇒問１５へ  

１．遊びやスポーツなどいろいろな活動ができる 

２．大人がみてくれているところで遊ばせたい 

３．近所に遊び友達がいない 

４．異年齢のこどもと交流できる機会がほしい 

５．家の中でゲーム機などで遊んでいるのをやめさせたい 

６．障がい児の放課後の居場所として利用したい 

７．家族の休息や娯楽の時間を確保したい 

８．こどもが希望した 

９．利用料が適当である 

10．指導員等の指導内容や活動プログラムがよい 

11．地域とのつながりができる 

（以下、お子さんの身の回りの世話を主にしている方が、） 

12．現在就労している 

13．就労予定がある／求職中である 

14．そのうち就労したいと考えている 

15．家族・親族などを介護しなければならない 

16．病気や障がいがある 

17．学生である／就学したい 

18．その他（                       ） 

⇒問１４-７へ 

⇒問１４-４へ 
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問１４-５  問１４-４で「１. 利用したい」を選ばれた方におうかがいします。 

利用を希望する事業やサービス名、利用頻度、希望する時間帯を、平日、土曜日、長期休業日のそれ

ぞれについてご記入ください。 

 希望する事業・サービス 
（下記の選択肢の１～３の
中からあてはまる番号１つ
に○） 

希望する利用頻度 
（下記の1～３のいずれかに○） 

希望する時間帯 
（２４時間制で記入） 
例：午後６時→１８時 

平 
 

日 

１・２・３（     ） 
１. 週４日以上利用したい 

２. 週１～３日利用したい 

（  ）時（  ）分から 

（  ）時（  ）分まで 

 ３. 利用希望はない  

土
曜
日 

１・２・３（     ） 
１. ほぼ毎週利用したい 

２. 月に１～２日利用したい 

（  ）時（  ）分から 

（  ）時（  ）分まで 

 ３. 利用希望はない  

日
曜
日
・
祝
日 

１・２・３（     ） 
１. ほぼ毎週利用したい 

２. 月に１～２日利用したい 

（  ）時（  ）分から 

（  ）時（  ）分まで 

 ３. 利用希望はない 
 

長
期
休
業
日 

１・２・３（     ） 
１.ほぼ毎週利用したい 

２.月に１～２日利用したい 

（  ）時（  ）分から 

（  ）時（  ）分まで 

 ３.利用希望はない  

【選択肢】放課後の居場所を提供する事業 

     １．児童いきいき放課後事業：放課後や長期休暇休校日等に学校の余裕教室等を活用して、こども 

たちの安全・安心な活動場所を提供するものです。保護者の就労の有無に関わらず、全ての小

学生が利用できます。 

２．留守家庭児童対策事業：地域によっては学童保育などとよばれています。保護者が仕事など 

  で昼間に自宅にいない場合などに、指導員のもと、こどもの生活の場を提供するものです。 

サービス利用にあたっては、一定の利用料が発生します。 

３．その他：（ ）内に利用している事業やサービスなどを具体的にご記入ください 

 

→希望する利用頻度で２．を選ばれた方は問１４－６へ  それ以外を選ばれた方は問１５へ 

 

問１４-６  問１４－５の平日で「２．週１～３日利用したい」および土曜日、日曜日・祝日、長期休業日で

「２．月に１～２日は利用したい」を選ばれた方におうかがいします。毎日および毎週ではなく、た

まに利用したい理由は何ですか。あてはまる番号に○をつけてください。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．月に数回仕事が入るため 

２．平日にすませられない用事をまとめてすませるため 

３．ご自身や配偶者の親、親せきの介護や手伝いが必要なため 

４．息抜きのため 

５．その他（                              ） 

⇒問１４-７へ 
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問１４-７  問１４で「１．利用している」を選ばれた方に引き続きおうかがいします。現在利用している事

業者にどのようなことを希望しますか。希望するサービス内容及び負担するに当たり妥当と思う金額

についてご記入ください。 

１．朝の利用時間を延長する  希望する延長時間（  ）時～ 

妥当と思う金額 （   ）円／月 

２．夕方の利用時間を延長する 希望する延長時間18時～（  ）時まで 

               妥当と思う金額 （   ）円／月 

３．習い事（英語や習字など） 希望する習い事の内容（           ） 

               その対価（   ）円 

４．おやつなど補食の提供   （   ）円／回 

５．土曜日に開所する        

６．日曜日や祝日に開所する  

７．施設や設備を改善する       

８．指導内容を工夫する 

９．その他提供してほしいサービスと対価 

（                ）、その対価（    ）円 

１０．特になし 

 

問１５   すべての方におうかがいします。 

あて名のお子さんについて、小学４年生以降の放課後の過ごし方に、どのようなことを望みますか。

あてはまるものすべてに○をつけてください。 

１．児童いきいき放課後事業   →小学（    ）年生まで利用したい 

２．留守家庭児童対策事業    →小学（    ）年生まで利用したい 

３．クラブ活動など 

４．習い事など 

５．祖父母宅や友人・知人宅 

６．現時点ではわからない 

７．利用を希望するものは特にない 

８．その他（                            ） 

 

４．すべての方に、病児・病後児の対応についておうかがいします                 

問16   この１年間に、お子さんが病気やケガで学校を休んだり、「放課後の居場所を提供する事業」に参

加できなかった場合の対処方法とそれぞれの日数はおおむね何日ですか。あてはまるものすべてに○

をつけ、それぞれの日数をご記入ください。(半日程度についても１日としてカウントしてください) 

対処方法 日数（年間） 

１．父親が仕事を休んだ 

２．母親が仕事を休んだ 

３．ご自身や配偶者の親、親せき、友人・知人にみてもらった 

（同居している場合も含む） 

４．働いていない父親か母親がこどもをみた 

５．保育所や医療機関などに併設する病気のこどものための保育施

設を利用した 

６．家事育児代行サービスを利用した 

７．こどもだけで留守番をさせた 

８．その他（                     ） 

９．学校を休まなかった 

（          ）日 

（     ）日 

 

（     ）日 

（     ）日 

 

（     ）日 

（     ）日 

（     ）日 

（     ）日 

 

 

⇒問１５へ 

 

⇒問１６へ 

 

⇒問１６-１へ 

⇒問１７へ 
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問１６-１  問１６で「１．」「２．」を選ばれた、こどもの病気のため仕事を休んだ方におうかがいします。

そのときに「できれば病気のこどものための保育施設などを利用したい」と思われましたか。あては

まる番号に１つだけ○をつけ、希望がある方は枠内に具体的な数字を入れてください。なお、病気の

こどものための保育施設などの利用には、一定の利用料がかかり、また、利用前にかかりつけ医の診

察を受け、その診断書を施設に提出するなどの手続きが必要な場合があります。 

１．できれば病気のこどものための保育施設などを利用したい→（    ）日  ⇒問１６-３へ 

２．利用したいと思わない    ⇒問１６-２へ 

 

問１６-２  問１６－１で「２．利用したいと思わない」を選ばれた方におうかがいします。その理由につい

て、あてはまる番号に○をつけてください。（複数回答可） 

１．病気のこどもを家族以外の人にみてもらうのは不安である 

２．サービスの質に不安がある 

３．施設のある場所や利用できる時間・日数など、サービスの使い勝手がよくない 

４．利用料がかかる、高い 

５．利用料がわからない 

６．父母が仕事を休んで対応できるため 

７．その他（                          ） 

８．特に理由はない 

 

問１６-３  問１６－１で「１．利用したい」を選ばれた方におうかがいします。利用する場合、下記のいず

れのサービスが望ましいと思われますか。あてはまる答えの番号に○をつけてください。（複数回答可） 

１．幼稚園・保育所などに併設した施設でこどもをみてくれるサービス 

２．医療機関などに併設した施設でこどもをみてくれるサービス 

３．民間事業者などが自宅を訪問し、こどもをみてくれるサービス 

４．その他（                          ） 

 

5. すべての方に、不定期な一時預かりについておうかがいします                 

問1７    この１年間に、私用、ご自身や配偶者の親の通院、不定期な仕事などを理由として、こどもを家

族以外の誰かに一時的に預けたことはありましたか。（こどもが病気のときの保育施設などの利用は除

きます。）あてはまる答えの番号に○をつけ、１年間のおおよその利用日数について枠内に具体的な数

字を入れてください。（複数回答可） 

対処方法 日数（年間） 

１．ご自身や配偶者の親、親せき、友人・知人にみてもらった 

（同居している場合も含む） 

２．ファミリー・サポート・センター事業 

  大阪市の委託を受けたセンターに登録している近所の人がこどもを

みてくれる事業） 

３．こどものショートステイ事業 

  （児童養護施設などで宿泊を伴うかたちでこどもを一時的に預かる事

業） 

４．家事育児代行サービス 

５．その他（                     ） 

６．利用していない 

（    ）日 

 

（    ）日 

 

 

（    ）日 

 

 

（    ）日 

（    ）日 

 

 

 

⇒問１７へ 

⇒問１７へ 

⇒問１８へ 



11 
 

問１８   この１年間に、冠婚葬祭、家族の病気などの保護者の用事により、お子さんを「泊りがけで」家

族以外にみてもらわないといけないことはありましたか。（預け先が見つからなかった場合も含みま

す。）あったか、なかったかについて、あてはまる番号に○をつけてください。あった場合、その対処

方法ごとに枠内に日数を記入してください。（複数回答可） 

対処方法 泊数（年間） 

１．あった 

 
ア．ご自身や配偶者の親、親せき、友人・知人にみてもらった（同

居している場合も含む） 

イ．こどものショートステイ事業を利用した（児童養護施設など

で宿泊を伴うかたちでこどもを一時的に預かる事業） 

ウ．イ以外のサービス（ベビーシッターなど）を利用した 

エ．仕方なくこどもを同行させた 

オ．仕方なくこどもだけで留守番をさせた 

カ．その他 

（    ）泊 

 

（    ）泊 

 

（    ）泊 

（    ）泊 

（    ）泊 

（    ）泊 

２．なかった 

 

６．すべての方に、こどもが心身ともに健やかに成長するための取組についておうかがいします     

問１９   平日の放課後および休日の日常的なお子さんの過ごし方で一番多いものについて、平日は時間帯

ごとにあてはまるものを選択肢１～13からそれぞれ１つずつ、休日は３つ選んで、次の表に番号を

ご記入ください。 

平日（各時間帯１つ） 
休日（３つまで） 

14～16時 16～18時 1８～２０時 ２０時以降 

       

      【選択肢】 

１．学校にいる（授業、遊び） 

２．保護者や祖父母など、家族・親族（大人）と過ごす 

３．兄弟姉妹など、家族・親族（こども）と過ごす 

４．屋内で友達と遊ぶ 

５．屋外で友達と遊ぶ 

６．家で勉強する 

７．家でひとりで過ごす（勉強以外） 

８．学習塾や習い事に行っている 

９．クラブ活動や地域活動（こども会活動、スポーツ活動）をしている 

10．「放課後の居場所を提供する事業」に参加している 

11．子ども・子育てプラザなど公共の施設にいる 

12．ファミリー・サポート・センター事業を利用している提供会員宅で過ごす 

13．その他（                            ） 

 

問２０   地域の環境が、こどもにとって自然、社会、文化などの体験活動に参加しやすい環境であると思

いますか。あてはまるものに１つだけ○をつけてください。 

１．参加しやすいと思う      ２．参加しやすいとは思わない  

３．どちらでもない        ４．わからない 

 

⇒問１９へ 

⇒問２１へ 

⇒問２0へ 
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問２１   すべての方におうかがいします。 

あて名のお子さんは地域のグループ活動やイベントなどに参加されたことがありますか。あてはまる

ものすべてに○をつけてください。 

また、今後参加させたいと思っている地域のグループ活動やイベントの種類は何ですか。あてはまる

ものすべてに○をつけてください。 

  

内  容 
参加したこと

がある活動 

今後参加さ

せたい活動 

１．スポーツ活動   

２．文化・芸術活動   

３．ボランティア活動   

４．ものづくりなど体験学習活動   

５．キャンプなどの野外活動   

６．高齢者訪問などの社会福祉活動   

７．ホームステイなどの国際交流や多文化共生に関する活動   

８．こども会などの青少年団体活動   

９．リサイクル活動などの環境分野での社会貢献活動   

10．自然観察などの環境教育活動   

11．お祭り（盆踊りや区民まつり）などの地域に根ざした活動   

12．仕事・職業体験   

13．その他（           ）   

14．参加したことがない   

 

 

問２１-１  問21で「14．参加したことがない」を選ばれた方におうかがいします。 

お子さんがこれまで参加していない理由は何ですか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

１．活動に関する情報がなく、参加しにくい 

２．知り合いなどがおらず、参加しにくい 

３．はじめてのこどもが参加しにくい雰囲気がある 

４．参加の時間帯が合わない 

５．費用がかかる 

６．活動内容に興味や関心がない 

７．こどもが参加したい活動がない 

８．親として参加させたい活動がない 

９．その他（                      ） 

 

 

問２２   大阪市では、こどもたちのあこがれの人物や、作品などに接する機会、興味や関心のあることに

触れる機会などを通じて、さまざまな分野で、こどもたちの個性や創造性をはぐくむ体験機会を提供

する事業を実施しています。このような事業に、お子さんを参加させてみたいと思いますか。あては

まるもの１つだけに○をつけてください。 

１．参加させてみたい   ⇒問２２－1へ 

２．参加させてみたいとは思わない  ⇒問２２-２へ 

 

 

⇒問２２へ 

⇒問２１-１へ 

⇒問２２へ 
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問２２-１  問２２で「１」を選んだ方におうかがいします。 

どのような分野の体験活動に参加させてみたいと思いますか。あてはまるものすべてに○をつけてく

ださい。 

 

１．スポーツ   ２．文化        ３．ものづくり    ４．演劇 

５．科学     ６．まちづくり・建築  ７．その他（具体的に           ） 

 

問２２-２   問２２で「２」を選んだ方におうかがいします。 

参加させたいと思わない理由について、あてはまるものすべてに○をつけてください。 

１．参加する時間がない ２．近くで参加できる機会がない ３．魅力あるプログラムがない 

４．こどもが参加したがらない ５．その他（                    ）  

 

問２３   すべての方におうかがいします。 

お住まいの地域におけるこどもの遊び場に関して満足していますか。あてはまるものに１つだけ○を

つけてください。 

１．満足している ⇒問２４へ ２．満足していない ⇒問２３－1へ 

３．わからない  ⇒問２４へ 

 

問２３-１  問２３で「２」を選んだ方におうかがいします。 

お住まいの地域のこどもの遊び場について日ごろ不満に感じることは何ですか。あてはまるものすべ

てに○をつけてください。 

  

１．近くに遊び場がない 

２．雨の日に遊べる場所がない 

３．思い切り遊ぶために十分な広さがない 

４．遊具などの種類が充実していない 

５．不衛生である（ゴミの不法投棄など） 

６．いつも閑散としていて寂しい感じがする 

７．遊具などの設備が古くて危険である 

 

８．緑や水辺などこどもが自然にふれあう場が少ない 

９．遊び場やその周辺の環境が悪くて安心して遊べない 

 （見通しが悪いなど） 

10．遊び場の設備が、障がいがある人の利用に配慮さ

れていない 

11．遊び場周辺の道路が危険である 

12．遊び場に行ってもこどもと同じ歳くらいの遊び仲

間がいない 

13．その他（              ） 

     ⇒問２４へ 

 

７．すべての方に、こどもの安全確保についておうかがいします                   

問２４   お住まいの地域で、こどもが巻き込まれる事故や犯罪が増加していると感じますか。あてはまる

ものに１つだけ○をつけてください。 

  

 1. 感じる     ２．感じない     ３．わからない   

 

 

 

⇒問２３へ 

⇒問２３へ 

⇒問２５へ 
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８．すべての方に、子育て全般についておうかがいします                      

問２５   あなたは、子育てについてどのように感じていますか。それぞれあてはまるものに１つだけ○を

つけてください。 

    Ａ 子育てを楽しいと感じますか？ 

 

 

     

Ｂ 子育てをつらいと感じますか？ 

 

 

 

 

  ⇒問２６へ 

問２６   あなたが日常悩んでいること、あるいは気になることは何ですか。あてはまるものすべてに○を

つけてください。 

〈こどもに関すること〉  

１．病気や発育・発達に関すること 

２．障がいに関すること 

３．食事や栄養に関すること 

４．育児のことがよくわからないこと 

５．こどもとの接し方に自信が持てないこと 

６．こどもと過ごす時間が十分取れないこと 

７．こどもの教育に関すること 

８．こどもの学力に関すること 

９．こどもの友達づきあい（いじめなどを含む）

に関すること 

10．こどもの不登校など 

 

〈親の心身の状態などに関すること〉 

11．子育てに関して配偶者・パートナーの協力

が少ないこと 

12．配偶者・パートナーと子育てに関して意見が

合わないこと 

13．自分の子育てについて、親族、近隣の人、職

場など周りの人の目が気になること 

14．子育てに関して話し相手や相談相手がいない

こと 

15．仕事との両立が難しいこと 

16．自分のやりたいこと、夫婦で楽しむことなど

自分の時間が十分取れないこと 

17．配偶者・パートナー以外に子育てを手伝って

くれる人がいないこと 

18．子育てのストレスなどからこどもにきつくあ

たってしまうこと 

19．子育てによる身体の疲れが大きいこと 

20．子育てにかかる出費がかさむこと 

21．住居が狭いこと 

22．その他（               ） 

   ⇒問２７へ 

    

    

楽しいと感じない 楽しいと感じる 

１ ２ ３ ４ ５ 

つらいと感じない つらいと感じる 

１ ２ ３ ４ ５ 
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問２７  ご自身の子育てが、地域の人や社会に支えられていると感じますか。あてはまる番号に１つだけ○

をつけてください。 

    Ａ 支えられていると感じますか。 

   

 

    

 

  

 

番号  

   【選択肢】 

  １．近所の人          ２．民生委員・児童委員、主任児童委員や町会などの地域団体の人 

３．地域活動を行っているＮＰＯなどの人   ４．区役所（市役所）の職員 

５．子育て支援などに関わる施設の職員    ６．その他（                ） 

  ⇒問２８へ 

 

９．すべての方に、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）についておうかがいします      

問２８   １日当たりのこどもと一緒に過ごす時間はどのくらいですか。１週間の平均的な時間をお答えく

ださい。また、その時間は十分だと思いますか。枠内の選択肢の中から選び、その番号を１つだけ記

入してください。 

 ① 母親 ② 父親 

ア 平日 （  ）時間（  ）分  （  ）時間（  ）分  

イ 休日 （  ）時間（  ）分  （  ）時間（  ）分  

   【選択肢】 

     １．十分だと思う    ２．まあまあ十分だと思う   ３．あまり十分だと思わない   

     ４．不十分だと思う   ５．わからない 

⇒問２９へ 

問２９   １日当たりの家事を何時間くらいしますか。１週間の平均的な時間を記入してください。 

（１）母親 （  ）時間（  ）分 （２）父親 （   ）時間（  ）分 

問３０   仕事と子育てを両立させるうえで大変だと感じることは何ですか。自分の意見にもっとも近いも

のに２つまで○をつけてください。 

１．残業や出張が入ること 

２．こどもや自分が病気やけがをしたときに代わ

りにこどもの面倒をみる人がいないこと 

３．配偶者・パートナーの協力が得られないこと 

４．家族や親族の理解が得られないこと 

５．職場に子育てを支援する制度がないこと（育

児休業、こどもの看護休暇、短時間勤務など） 

６．職場の理解や協力が得られないこと 

７．こどものほかに面倒を見なければならない人

がいること 

８．こどもの面倒を見てくれる保育所や放課後の

居場所などが見つからないこと 

９．こどもと接する時間が少ないこと 

10．その他（             ） 

   ⇒問３１へ 

番号  

⇒問３０へ 

１．感じる 

Ｂ 誰に支えられていると感じますか。 

枠内の選択肢の中から選び番号を記入してくだ

さい。（複数回答可） 

２．感じない 

Ｂ 誰に支えられたいと感じますか。 

枠内の選択肢の中から選び番号を記入してくだ

さい。（複数回答可） 
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問３１   あなたの家庭では、仕事と生活の調和が図られていると感じますか。あてはまる番号に○をつけ

てください。 

                                                                

１．感じる  ２．まあまあ感じる  ３．あまり感じない   

４．感じない  ５．分からない 

  

 

１０．すべての方に、行政サービスへの要望についておうかがいします               

問３２   行政（市、府、国）に対して、子育てサービスの現状やあなたの子育て経験などから、どのよう

な支援策の充実を図ってほしいですか。あてはまるものに５つまで○をつけてください。 

１．親子が安心して集まれる公園などの屋外の施

設を整備する 

２．親子が安心して集まれる保育所や幼稚園の運

動場の開放を増やす 

３．親子が安心して集まれるつどいの広場などの

屋内の施設を整備する 

４．子連れでも安心して出かけられるよう、オム

ツ替えや授乳のためのスペースづくりや、歩道

の段差解消などの「子育てのバリアフリー化」

に取り組む 

５．子育てに困ったときの相談体制を充実する 

６．子育て支援に関する情報提供を充実する 

７．子育て中の親の仲間づくりや子育ての知識や

技能の取得に役立つ親子教室の開催回数の増

加と内容の充実を図る 

８．子育てサークル活動への支援を充実する 

９．保育所などこどもを預ける施設を増やす 

10．こどもの一時預かりなどのサービスを充実

する 

11．専業主婦など誰でも気軽に利用できるＮＰ

Ｏなどによる子育て支援サービスに対する

支援を行う 

12．小児救急など安心してこどもが医療機関を

利用できる体制を整備する 

13．こどもの安全を確保する対策を充実する 

14．子育ての講座など子育てについて学べる機

会をつくる 

15．育児休業給付、児童手当、扶養控除の拡充

などの子育て世帯への経済的援助の拡充 

16．市営住宅の優先入居など住宅面での配慮や

支援に取り組む 

17．その他（            ） 

18．特になし 

     ⇒問３３へ 

 

１１．その他についておうかがいします                             

問３３   最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や子育て支援に関してご意見がありましたら、

ご自由に記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

設問は以上です。調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。お手数ですが、同封の 

返信用封筒に入れ、平成２５年１１月７日（木）までにご投函ください。 

 

⇒問３２へ 


